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１．林野火災は増えているのか？ 

林野火災の発生件数は、中長期的にみ
ると減少傾向にあります（図１）。主な
林野火災の原因は、たき火、火入れ、放
火など、人為的なものが中心ですが、昭
和期は、現在よりも林業が盛んであり、
山林に出入りする人も多かったため、現
在よりも林野火災が多く発生していた
ものと考えられます。 

直近では、林野火災の発生件数は年間
1000件台で推移しています。 

 

２．大規模な林野火災はどうして発生したのか？ 

2025 年 1 月～3 月にかけて、大船渡市（焼失面積約 3,370ha）、岡山市（同約 565ha）、今治市（同

約 482ha）など、大規模な林野火災が相次いで発生しました１。近年、林野火災による年間の焼失面

積はおおむね 400ha～800ha 程度で推移２していましたが、2025 年は、わずか 3 か月でこれを大きく

上回る焼失面積となっており、例年にない

事態となっています。 

この背景には気象条件が大きく影響し

ていると考えられます。2024 年 12 月～

2025 年 2 月の降水量は、北陸地方以北の

日本海側を除いて全国的に平年値３を下

回りました（図２）。その結果、森林の土

壌や植生に蓄えられる水分が不足し、地表

面は非常に乾燥した状態になっていたた

め、火種が燃え広がりやすい状況にあった

と考えられます。 

大規模な林野火災が発生した大船渡市を例に、気象条件の影響について調べてみます。大船渡市

では、2024 年 12 月から火災が発生した 2025 年 2 月にかけて、降水量は平年値を大きく下回りまし
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図２ 降水量平年比の分布（2024 年 12 月～2025 年 2 月） 
（出典：気象庁ホームページ 2024 年〜2025 年の冬(12 月〜2 月)の天候） 

 

茶色の地域は 

降水量が平年値を下回る 

図１ 林野火災発生件数の推移 
（出典：林野庁ホームページ 山火事予防！！） 

直近の発生件数は 

1000 件台/年 
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た（図３）。このため、森林の土壌や植生が吸収する水分量が少なくなり、地表面が非常に乾燥した

状態にあったと考えられます。 

図４は、大気の乾燥の度合いを示す指標である「相対湿度」について、上空 750ｍ付近（925hPa）

における 2025 年 2 月と平年値（1991 年～2020 年の平均）との差を示したものです。赤のエリアは

平年と比べて相対湿度が低い、つまり空気がより乾燥していることを示します。また、矢印につい

ては、平年と比べてどちら向きの風が強いかを示しています。 

2025 年 2 月は、平年と比べて西風が強く、奥羽山脈にぶつかった空気は日本海側で雪や雨を降ら

せ、水蒸気量が少なくなった乾いた空気として太平洋側にもたらされました。この影響で、大船渡

市のある三陸沿岸の地域では、特に空気が乾燥していたことが分かります。 

このように、平年より降水量が少なかったことに加え、西風によって乾燥した空気が流れ込んだ

ため、2025 年 2 月の大船渡市は、林野火災が発生しやすい気象条件にあったと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．温暖化に伴って林野火災は起きやすくなる？ 

温暖化が進行すると、大気の温度が上昇し、それに伴って、「空気が保持できる水蒸気の量（飽
和水蒸気量）」も増加します４。一見すると、「空気中の水蒸気量が増えるなら、むしろ乾燥しづら
くなるのでは？」と考えたくなります。しかし、実際には水蒸気量は一様に増加するのではなく、
地域や季節によって水蒸気の集まりやすさは異なり、その増加量には偏りが生じます。結果として、
温暖化が進むと「より乾燥する場所」と「より多くの豪雨が発生する場所」の格差が広がります。 

ここで重要になるのが大気の乾燥の度合いを示す「相対湿度」という指標です。相対湿度とは、
その気温における空気が「保持できる水蒸気量」に対して、空気に含まれている「実際の水蒸気量」
の割合を示します。つまり、「保持できる水蒸気量」に対して「実際の水蒸気量」が少ない場合は、
「乾燥している」ということになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大船渡 

平年より強い西風 

特に乾燥 

図４ 2025 年 2 月の相対湿度・風速の平年差分 
（ヨーロッパ中期予報センター(ECMWF)の再解析データセット 

ERA5 をもとに研究所にて作成） 

図３ 大船渡の月別降水量（2024 年度） 
（気象庁の観測データをもとに研究所にて作成） 

高度 925hPa 

図５-１ 気温上昇による水蒸気量の変化 

   （水蒸気が集まりにくい場所） 

図５-２ 気温上昇による水蒸気量の変化 

   （水蒸気が集まりやすい場所） 
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そのため、気温だけが上がり、水蒸気の供給が追い付かないような場所（湿った空気が流れ込み
にくい場所）では、「保持できる水蒸気量」だけが増えることになり、相対湿度は低下する傾向が
あります（図５-１）。結果として、空気が乾燥することで林野火災のリスクが高まり、僅かな火種
でも被害が拡大しやすくなります。 

一方で、水蒸気の集まりやすい場所（湿った空気が流れ込みやすい場所）では、気温が上がると、
「保持できる水蒸気量」が増えるだけでなく、空気中に含まれる「実際の水蒸気量」も増える傾向
があります（図５-２）。空気が保持できる限界（相対湿度100％の状態）まで水蒸気量が増えると、
やがて水蒸気は雨となって降りますが、「実際の水蒸気量」が多いほど、それだけ雨の量も多くな
る可能性があります。このように、気温の上昇に伴って空気中の水蒸気量が増えることが、「線状
降水帯」などに見られる極端な豪雨の発生を助長する要因の一つと考えられています。 

このような現象については、文部科学省と気象庁が、日本における気候変動の観測結果や将来予
測をまとめた報告書「日本の気候変動2025」５でも言及されています。同報告書では、地球温暖化の
進行に伴って、豪雨の発生頻度や強度が増す一方で、日降水量が1.0 mm未満の「無降水日」も増え
ると予測されています。 

日本の年平均気温はこの100年で約1.40℃上昇しており、すでに空気中の水蒸気の状態にも影響が
出始めていると考えられます。大船渡は1962年以前の観測データがないため、近隣の観測点である
宮古のデータを見てみます。100年前の30年間（1895年～1924年）と直近の30年間（1995年～2024年）
を比較すると、宮古では年平均気温が約0.96℃上昇６しています。図６は、この間における相対湿度
の変化を示したものです。 

夏場は、太平洋側から湿った空気（水蒸気）が流れ込むため、気温の上昇により空気が「保持で
きる水蒸気量」も「実際の水蒸気量」も増加し、相対湿度には大きな変化はみられません。一方、
冬場は日本海側から乾いた空気が流れ
込み、水蒸気の供給が不十分になりや
すいため、気温の上昇により空気が「保
持できる水蒸気量」は増えているにも
かかわらず、「実際の水蒸気量」の増加
が追いつかず、相対湿度が低下してい
るものと考えられます。 

特に1月や2月は、相対湿度が10％弱
低下しており、こうした変化は気温上
昇の影響が大きいものと見られます。 

大船渡の林野火災への気温上昇の影
響は定かではありませんが、このよう
に、大気の状態にはすでに変化が表れ
始めています。 

 

４．最後に 

地球温暖化は「乾燥と豪雨」という、一見矛盾している現象を同時に引き起こします。この両者
はいずれも、気温の上昇に伴って、大気が含むことのできる水蒸気（飽和水蒸気量）の増加、が主
な要因になっています。つまり、乾燥して山火事が増えることもあれば、逆に、豪雨災害が激甚化
することもあるという、気候の“二極化”が進行すると考えられます。 

地球温暖化は単に“暑くなる”だけではありません。極端な気象がより極端になっていく、その
全体像を理解することが、災害への備えの第一歩となります。 

 （主任研究員 荒木孝夫） 

 

１ 消防庁 令和 7 年災害情報一覧 https://www.fdma.go.jp/disaster/info/2025/ 
２ 林野庁 近年の林野火災の発生状況 https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/yamakaji/con_1.htm 
３ 1991 年から 2020 年の 30 年間の平均値 
４ クラウジウス・クラペイロンの定理によると、気温が 1℃上昇すると、飽和水蒸気量は約 7％増加する 
５ 2025 年 3 月公表 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html 
６ 1895～1924 年と 1995～2024 年の各 30 年間における年平均気温の平均値を比較 

図６ 宮古の相対湿度の変化（100 年前との比較） 
（気象庁の観測データをもとに研究所にて作成） 

 

10％弱低下 

⇒さらに乾燥 

変化は限定的 


